
➊ 大給城跡の測量調査に携わる

「豊田市役所文化財課の学芸員」がご案内！

➋ 古い文献資料と測量調査で見えてきた現状の大給城をじっくり解説！

➌ 地域特産品を盛り込んだ昼食や、地元名物のお饅頭、御城印のお土産付！

➍ 徳川家康の始祖“松平氏”の国指定史跡も巡る！

国指定史跡 大給城跡など

松平氏遺跡を巡る 日帰りバスツアー

2025年3月8日(土) 出発

★ツアーのポイント★

●大給城跡（おぎゅうじょうあと）
テレビ番組では、日本最強の城として紹介されたこともあ
り、1400年代から1500年代後半にかけて、武田氏の侵攻
や、小牧長久手の戦いでの軍事的に重要な役割を果たした
大規模な山城と言われています。徳川家康の関東移封に伴
い、天正18年（1590年）に廃城になったとされる大給城
は、比較的よく保存されており、天守閣や高い石垣が普及
する以前の日本の城の姿を知ることができます。

●松平東照宮
徳川家康と松平氏の始祖・松平親氏を
祀る神社。天井に施された108枚の漆
絵は、観る者を魅了する壮麗さです。
境内には家康公が産湯として用いたと
言われる「産湯の井戸」や、家康像な
どゆかりの品が収められている「松平
郷館」があります。

●高月院
寛立上人が在原信重の援護を受けて
1367年に建立。1377年、親氏が本尊
阿弥陀仏をはじめ堂・塔のすべてを寄
進し、高月院になりました。現在の山
門や本堂は1641年に徳川家光によっ
て建立されたもの。境内には、松平家
墓所があり、松平親氏、泰親、親忠夫
人の墓が並んでいます。

豊田市の歴史巡り

●松平城跡
松平親氏によって築かれた城。城には、
本丸と二の丸があったと言われ、山腹
には山を包む様に約400mの空堀の跡
が残っています。日頃は松平郷の居館
にすみ、いざ戦いとなるとこの城にた
てこもったと言われています。親氏が
信光とともに岩津城へ移ってからは信
広の居城になりました。

学芸員が同行
じっくり解説付

おぎゅうじょう



いこまいるとよた

未登録の方

右記二次元コードより、会員規約、プライバ

シーポリシーに同意の上、ご登録ください。

登録後、上記「申込方法」へ進んで下さい。

旅行代金を銀行振込にてお支払いとなります。

お申込み受付後に振込先をEメールにてご連絡します。

申込方法

お支払方法

ツーリズムとよたの会員制WEBサービス

「いこまいるとよた」より先着受付

　翌日（3月9日）には講演会もあります！

　

　※講演会は、ツアー翌日の開催となります。

　※講演会の聴講をご希望の場合は、お申込み先が、

　ツアー申込とは異なります、ご注意ください。

豊田市（文化財課、松平支所）、松平観光協会

■旅行条件

■申込方法

服部英雄氏（九州大学名誉教授）による
講演会「松平氏遺跡大給城跡の歴史的価値」
・日時 2025年3月9日(日) 13:30～15:00
・参加費 無料（講演会のみ）
・場所 豊田市博物館セミナールーム
〒471-0034 愛知県豊田市小坂本町5丁目80

・主催 豊田市
（松平支所・文化財課・商業観光課）

旅行代金
お1人様 7,000円

（おとな・こども同額）

含まれるもの バス、昼食、入場料、御城印

食事条件 昼食１回

最少催行人員 ２名（募集人員20名）

添乗員 スタッフが同行します

貸切バス会社 西三交通、KRB、オーワのいずれか

注意事項

・ご案内するコースの一部（大給城跡、松

平城跡）では、傾斜がきつく、舗装されて

いないルートも含まれております。履きな

れた運動靴、あるいはハイキングシューズ

をおすすめします。

・小雨の場合は開催を予定しております。

雨具（レインウェア）をご持参ください。

・天候、交通等の事情により、発着時間は

前後する場合があります。

7,000円

　2025年3月8日（土）　日帰りツアー行程

　豊田市駅前　【8:45集合／9:00出発】----🚌----

　○大給城跡　（約90分）　----🚌----

　　昼食　　　（約60分）　----🚌----

　○松平城跡　（約90分）　----🚌----

　●松平東照宮・天井画拝観（約30分）　----👣----

　○高月院　　（約30分）　----🚌----

　豊田市駅前　【17:00帰着】

※アイコンの説明

入場観光：●　下車観光：○　バス移動：🚌　徒歩移動：👣
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